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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ペグを製造するための、
ａ）　下記を有する一種以上のポリオレフィン：
５０～１６５℃の範囲のリング／ボール軟化点、
温度１７０℃で測定して２０～４００００ｍＰａ・ｓの範囲のメルト粘度および
ガラス転移温度Ｔｇ－１０℃以下
ならびに
ｂ）　一種以上の無機充填剤
を含む組成物の使用。
【請求項２】
　ポリオレフィンが、エチレンとプロピレンとを触媒としてメタロセンの存在において重
合させることによって調製されている、請求項１記載の使用。
【請求項３】
　ポリオレフィンが、ＩＳＯ　１１３３に従って温度１９０℃測定して、３０ｇ／１０ｍ
ｉｎより大きいメルトフローインデックスＭＦＩおよび荷重２．１６ｋｇを有する、請求
項１または２記載の使用。
【請求項４】
　チョーク、天然の粉砕または沈降炭酸カルシウム、カルシウム・マグネシウム炭酸塩、
酸化カルシウム、ケイ酸塩、バライト、グラファイト、カーボンブラックまたはバーミキ
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ュライト、雲母、タルクまたは層状ケイ酸塩が無機充填剤として使用される、請求項１～
３のいずれか一に記載の使用。
【請求項５】
　ポリオレフィン対無機充填剤の重量比が１：９９～９９：１の範囲である、請求項１～
４のいずれか一に記載の使用。
【請求項６】
　ポリオレフィンを６１～８９重量％および充填剤を１１～３９重量％含む、請求項１～
５のいずれか一に記載の使用。
【請求項７】
　成分ａ）およびｂ）に加えて、成分ｃ）を含有し、ｃ）は、極性になるように修飾され
ておりそしてポリオレフィンａ）と、α，β－不飽和カルボン酸またはその誘導体とを遊
離基発生剤の存在において反応させることによって作成する一種以上のコポリマーワック
スである、請求項１～６のいずれか一に記載の使用。
【請求項８】
　前記組成物が、その組成物の総重量に基づいて、脂肪族および脂環式または芳香族炭化
水素樹脂を０～９０重量％加えて含有する、請求項１～７のいずれか一に記載の使用。
【請求項９】
　前記組成物が、１７０℃における粘度１００～１００００ｍＰａ・ｓの範囲を有する、
請求項８記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、a) 一種以上のポリオレフィンおよび b) 一種以上の無機充填剤を含む組成
物の、物品を建築部位に固定する働きをする接続部位としての使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　物品を建築部位、例えば築壁または他の壁に固定するために、ペグ（ｐｅｇ）を種々の
実施態様で接続部位として使用するのが従来技術である。ペグの使用の基本原理は、これ
らを、このために備えた非常に精確に造形したドリル穴の中に押し込みそして締め付けね
じをペグの中にねじ込むことである。ペグを広げた結果として、これおよびねじは、建築
部位においてしっかりと詰め込まれることになる。ペグおよびねじを互いに適合させるこ
とが、絶対に必要である。小さすぎる直径を有するねじを使用する場合には，それらは十
分なグリップをもたらさない。大きすぎるねじ直径は、ペグにはまり込まないかまたはね
じをねじ込むのに一層の力を必要とする。石こうまたは断熱材のような多孔質建築材料に
おけるペグの強度は、不満足であることがしばしばある。たびたび，例えば、品質不良の
石こうまたは石造建築の場合に、ペグに精確に適合する穴を製造するのは難しい。
【０００３】
　ポリオレフィンを含むホットメルト接着剤組成物は、多数の文献から知られている。
【０００４】
　すなわち、ポリオレフィンおよびそれらのホットメルト接着剤としての使用およびまた
、路面標識を製造するための結合剤としての使用も開示されている（特許文献１）。
【０００５】
　有利な粘度挙動を有しそして従って、容易にスプレーすることができる、ポリオレフィ
ンを含むホットメルト接着剤組成物が記載されている（特許文献２）。
衛生用品を製造する際の構造接着剤としてのホットメルト接着剤組成物が、開示されてい
る（特許文献３）。
【０００６】
　エチレン-C3-C20コポリマーまたはC3-C30ホモポリマーもしくはコポリマーおよび充填
剤少なくとも40重量%を含む組成物，およびまた、完成品，例えば、フィルム，床材また
は壁装材を製造するためのそれらの改良された加工性が記載されている（特許文献４）。
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これらの組成物の接着性についての情報またはそれらのホットメルト接着剤組成物として
の使用は、挙げられていない。
【０００７】
　エチレンコポリマー，ワックスおよび核剤を含む混合物ならびにまた、それらのホット
メルト接着剤組成物としての使用が、開示されている（特許文献５）。
核剤として，粘土鉱物が挙げられているが、好ましいのは、有機化合物，特にアセタール
である。核剤は、ポリマー混合物を基準にして、0.1～10重量%の量で使用される。
【０００８】
　両方の文献において、エチレンおよびオクテンを含むエチレンコポリマーが使用される
。これらのオレフィンコポリマーの凝集力および極限引張強度/破壊強度は、相対的に低
い。
【０００９】
　上に挙げた文献の中で、ポリオレフィンホットメルト接着剤組成物の、締め付け材料と
しての、特にペグとしての使用を可能にすることを提案するものは無い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　従って、本発明の目的は、上述した不利を回避しそして物品の建築部位，例えば石造建
築壁あるいは例えば，コンクリート，木材または石を含む他の壁への耐久性がありそして
強い締め付けを、使いやすい様式で達成するするのを可能にする締め付け材料を提供する
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　驚くべきことに、この目的は、特定のホットメルト組成物を使用することによって、達
成することができることを見出した。
【００１２】
　本発明に従えば、ホットメルト材料用に適している組成物は、a) 一種以上のポリオレ
フィンおよび b) 一種以上の無機充填剤を含む。
【００１３】
　従って、本発明は、下記を含む組成物を提供する： 
a)   下記を有する一種以上のポリオレフィン： 
50～165℃の範囲のリング/ボール軟化点，
温度170℃で測定して20～40 000 mPa・sの範囲のメルト粘度および 
ガラス転移温度 Tg -10℃以下
ならびに 
b)    一種以上の無機充填剤。
【００１４】
　ここで，ホットメルト組成物を、温液形態で、建築材料内に存在するまたは作成した中
空空隙の中に注入する。中空空隙は、例えば，慣習的なやりかたで、ドリル穴を用いて製
造することができる。メルトは、中空空隙を完全に満たしそして中空空隙の内壁を濡らす
ことによって、建築材料に付着する。ホットメルト材料が固まりそして硬化する間に，ね
じを、依然弾力性のある組成物にねじ込むことができる。これは、精確に適合する雌ねじ
を生じる。ホットメルト組成物は、短時間の後に、完全に固まっておりそしてねじに全負
荷を施すことができる。
【００１５】
　任意の材料および任意の幾何学のねじを使用することが可能である。金属製のまたは木
製の両方のねじまたは別の材料のねじが可能である。これらを、再び所望の通りに、それ
らの負荷に耐える能力を失わないで、ねじり抜くおよびねじ込むことができる。その上に
、ねじの代わりに、棒状体取り付け、ねじ山の無いものでさえ使用することが可能である
。本発明の原理は、任意のタイプの建築材料用に、それだけでなくそして特に、慣用のペ
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グが不適当であるかまたは限られた程度だけに適しているもの，例えば多孔質石造建築用
に適している。本発明の更なる利点は、ホットメルト組成物を伴う中空空隙が、ペグを使
用する時のように、精確に適合する幾何学を有する必要が無いことである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　ポリオレフィンは、エチレンとプロピレンとを触媒としてメタロセンの存在において重
合させることによって作成するのが好ましくそしてISO 1133に従って、温度190℃ および
荷重 2.16 kgで測定して、30 g/10 minより大きいメルトフローインデックス MFI を有す
る。
【００１７】
　本発明の組成物は、有利には、接着力および凝集力の低下を被らないで、非常に短い硬
化時間を有しそしてそれらは、また、脆弱で無く、改良された引張強度 (引張 N) および
剛性 (伸び) を示しそしてまた、好都合な粘度挙動も示す。それらは、毒物学的におよび
生態学的に許容されそして簡単なやり方で取り扱うことができる。
【００１８】
　本発明の組成物の更なる利点は、0℃より低い温度においてさえ、それらの耐温度性で
ある。
【００１９】
　無機充填剤は、たくさんの無機塩およびミネラルの中から選ぶことができる。好適な充
填剤として，ここに、チョーク、天然の粉砕もしくは沈降炭酸カルシウム，カルシウム・
マグネシウム炭酸塩，酸化カルシウム，ケイ酸塩およびバライトを挙げることができる。
更なる適した充填剤は、バーミキュライト，雲母，タルクまたは同様の層状ケイ酸塩のよ
うな小板様充填剤，同様に、グラファイトまたはカーボンブラックである。充填剤の少な
くとも一部が、表面処理されているのが有利になり得る。
【００２０】
　本発明に従って使用する組成物の好適な実施態様は、炭酸カルシウムを充填剤として含
有する。
【００２１】
　本発明に従って使用する組成物における上述したポリオレフィン対無機充填剤の重量比
は、1:99～99:1の範囲であり，10:90～90:10の範囲であるのが好ましい。特に，組成物は
、ポリオレフィンを61～89重量%および充填剤を11～39重量%含み，ポリオレフィンを65～
85重量%および充填剤を15～35重量%含むのが特に好ましい。
【００２２】
　本発明に従って使用する組成物は、温度170℃で測定して、50～30 000 mPa・s，特に好
ましくは100～20 000 mPa・sの溶融粘度を有する上述したタイプのポリオレフィンを含有
するのが好ましい。
【００２３】
　好適な実施態様では、数平均モル質量Mn 500～20 000 g/モルの範囲，好ましくは800～
10 000 g/モルの範囲，特に好ましくは1000～5000 g/モルの範囲，および重量平均モル質
量Mw1000～40 000 g/モルの範囲，好ましくは1600～30 000 g/モルの範囲，特に好ましく
は2000～20 000 g/モルの範囲を有するポリオレフィンを使用する。モル質量の測定は、
ゲルパーミエーションクロマトグラフィーによって実施する。
【００２４】
　本発明の組成物は、特に、プロピレンのホモポリマーおよびプロピレンとエチレンとの
コポリマーの中から選ぶポリオレフィンを含み，コポリマーは、一種のタイプのオレフィ
ンを70～99.9重量%含むのが好まし，80～99重量%含むのが特に好ましい。
【００２５】
　更に好適な実施態様では、組成物は、プロピレンとエチレンとのコポリマーを含み，プ
ロピレンに由来する構造単位の割合は、61重量%～99.9重量%であり，70～99重量%である
のが好ましく，80～95重量%であるのが特に好ましい。
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【００２６】
　好適な実施態様では、本発明の組成物は、成分 a) および b) に加えて、成分c) を含
有し、c) は、極性になるように修飾されておりそしてポリオレフィン a) と、α,β-不
飽和カルボン酸またはその誘導体とを遊離基成形体の存在において反応させることによっ
て作成する一種以上のコポリマーワックスである。
【００２７】
　c)で述べた極性になるように修飾されているコポリマーワックスは、EP 0 941 257に記
載されている方法によって作成することができる。
【００２８】
　好ましいのは、極性になるように修飾されておりそして無水マレイン酸を用いて修飾さ
れたポリオレフィンに由来する，好ましくはポリプロピレンに由来するコポリマーワック
スである。
【００２９】
　成分 a) および b) または a)，b) およびc) を含む本発明の組成物は、更なる添加剤
を用いないで建築材料または接続部位として使用することができるかまたは樹脂の群より
選ぶ接着剤成分の一種以上を含有することができる。
【００３０】
　可能な樹脂は、脂肪族および脂環式または芳香族炭化水素樹脂である。これらは、石油
を処理する際に得られる特定の樹脂油留分を重合させることによって、作成することがで
きる。そのような樹脂は、例えば、水素化または官能化することによって修飾することが
でき、例えば，商品名Eastoflex，RegalREZ，Kristalex，Eastotac，Piccotac (Eastman 
Chemical Company) またはEscorez (ExxonMobil Chemical Company)で入手できる。更な
る可能な樹脂は、テルペン，例えばピネンをFriedel-Crafts触媒の存在において重合させ
ることによって作成したポリテルペン樹脂，同様に、水素化ポリテルペン，天然のテルペ
ンのコポリマーおよびターポリマー，例えば、スチレン-テルペンまたはα-メチルスチレ
ン-テルペンコポリマーである。更なる可能な樹脂は、天然のおよび修飾されたロジン樹
脂，特に、樹脂エステル，ツリー(tree)樹脂のグリセリルエステル，ツリー樹脂およびト
ール油樹脂のペンタエリスリトールエステル，およびソレラノ水素化誘導体およびまた、
樹脂のフェノール修飾されたペンタエリスリトールエステルおよびフェノール修飾された
テルペン樹脂である。
【００３１】
　上述した樹脂は、個々にかまたは任意の組合せでのいずれかで組成物の総重量に基づい
て，0～90重量%の範囲，好ましくは10～50重量%，特に好ましくは15～40重量%の範囲の重
量による割合で本発明に従って使用する組成物中に存在する。
本発明の組成物の非常に特に好適な実施態様では、これらは、非晶質のポリ-アルファ-オ
レフィン (= APAOs)，例えばVestoplast（登録商標） シリーズ (Degussa)の銘柄またはH
untsman からの"Rextac" 銘柄、例えばExxon Mobilから商品名 "Escorez"で得ることがで
きるような脂肪族，脂環式または芳香族炭化水素樹脂，また、例えば，BASFから商品名"O
ppanol"で得ることができるようなポリイソブチレンの中から選ぶ接着剤成分の一種以上
を含有する。また、他のポリオレフィン、例えば，Dow Chemicalから商品名"Affinity"で
入手し得るような低圧ポリエチレン，また、極性コモノマーを含有するもの，例えばエチ
レン-ビニルアセテートを含む高圧ポリエチレンが存在することも可能である。そのよう
な組成物の総混合物は、170℃における粘度100～10 000 mPa・s の範囲を有し，170℃に
おける粘度120～9000 mPa・s の範囲を有するのが好ましく，170℃における粘度130～800
0 mPa・s の範囲を有するのが特に好ましい。
【００３２】
　適切な場合には，顔料，酸化防止剤，臭気結合剤 (odor binder)，抗菌性物質または染
料および香料が存在することもできる。
【００３３】
　本発明に従って使用する組成物中に存在するメタロセンポリオレフィンは、式 Iのメタ
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【００３４】
【化１】

【００３５】
　この式は、また、式Iaの化合物,
【００３６】
【化２】

【００３７】
式 Ib,
【００３８】

【化３】

【００３９】
および式 Ic
【００４０】
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【００４１】
も包含する。
【００４２】
　式 I，Ia および Ibにおいて，M1は、周期表のIVb，Vb または VIb族の金属，例えば 
チタン，ジルコニウム，ハフニウム，バナジウム，ニオブ，タンタル，クロム，モリブデ
ン，タングステンであり，好ましくは、チタン，ジルコニウムまたはハフニウムである。
【００４３】
　R1 および R2は、同一であるかまたは異なりそして各々、水素原子，C1-C10-，好まし
くはC1-C3-アルキル基，特にメチル，C1-C10-，好ましくはC1-C3-アルコキシ基，C6-C10-
，好ましくは C6-C8-アリール基，C6-C10-，好ましくはC6-C8-アリールオキシ基，C2-C10
-，好ましくはC2-C4-アルケニル基，C7-C40-，好ましくは C7-C10-アリールアルキル基，
C7-C40-，好ましくは C7-C12-アルキルアリール基，C8-C40-，好ましくは C8-C12-アリー
ルアルケニル基またはハロゲン原子，好ましくは塩素原子である。
【００４４】
　R3 および R4は、同一であるかまたは異なりそして各々、単環式または多環式炭化水素
ラジカルであり、中心原子 M1と一緒に、サンドイッチ構造を形成することができる。R3

および R4は、好ましくは、シクロペンタジエニル，インデニル，テトラヒドロインデニ
ル，ベンゾインデニルまたはフルオレニルであり、基本分子は、更なる置換基を持つかま
たは互いに橋掛けすることができる。加えて、ラジカル R3 および R4の内の一つは、置
換された窒素原子になることができ，ここで、R24は、R17について挙げる意味を有しそし
て好ましくは、メチル，tert-ブチルまたはシクロヘキシルである。
【００４５】
　R5，R6，R7，R8，R9 および R10は、同一であるかまたは異なりそして各々、水素原子
，ハロゲン原子，好ましくは、フッ素，塩素または臭素原子，C1-C10-，好ましくは C1-C

4-アルキル基，C6-C10-，好ましくは C6-C8-アリール基，C1-C10-，好ましくは C1-C3-ア
ルコキシ基，-NR162，-SR16，-OSiR163，-SiR163 または -PR162ラジカルであり、ここで
、R16は、C1-C10-，好ましくは C1-C3-アルキル基またはC6-C10-，好ましくはC6-C8-アリ
ール基またはSi- もしくは P-含有ラジカルの場合には、また、ハロゲン原子，好ましく
は塩素原子であってもよく，または２つの隣接するラジカル R5，R6，R7，R8，R9またはR
10 は、それらを接続する炭素原子と一緒に、環を形成する。特に好適な配位子は、基本
ラジカルであるシクロペンタジエニル，インデニル，テトラヒドロインデニル，ベンゾイ
ンデニルまたはフルオレニルの置換された化合物である。
【００４６】
　R13は、
【００４７】
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【化５】

【００４８】
=BR17，=AlR17，-Ge-，-Sn-，-O-，-S-，=SO，=SO2，=NR17，=CO，=PR17 または =P(O)R1
7であり，ここで、R17，R18 および R19 は、同一であるかまたは異なりそして各々、水
素原子，ハロゲン原子，好ましくは、フッ素，塩素または臭素原子，C1-C30-，好ましく
は C1-C4-アルキル基，特にメチル基，C1-C10-フルオロアルキル基，好ましくはCF3 基，
C6-C10-フルオロアリール基，好ましくはペンタフルオロフェニル基，C6-C10-，好ましく
は C6-C8-アリール基，C1-C10-，好ましくは C1-C4-アルコキシ基，特にメトキシ基，C2-
C10-，好ましくは C2-C4-アルケニル基，C7-C40-，好ましくは C7-C10-アラルキル基，C8
-C40-，好ましくは C8-C12-アリールアルケニル基またはC7-C40-，好ましくは C7-C12-ア
ルキルアリール基，あるいは R17 および R18 または R17 および R19 は、それらを接続
する原子と一緒に、環を形成する。
【００４９】
　M2は、ケイ素，ゲルマニウムまたはスズであり，好ましくはケイ素またはゲルマニウム
である。R13は、好ましくは、=CR17R18，=SiR17R18，=GeR17R18，-O-，-S-，=SO，=PR17

または=P(O)R17である。
【００５０】
　R11 および R12は、同一であるかまたは異なりそしてR17について挙げた意味を有する
。
【００５１】
　m および nは、同一であるかまたは異なりそして各々、ゼロ，1 または2であり，好ま
しくはゼロまたは1であり，m＋nは、ゼロ，1 または 2であり，好ましくはゼロまたは1で
ある。
【００５２】
　R14 および R15は、R17および R18について挙げた意味を有する。
【００５３】
　適したメタロセンの具体例は、下記である:
ビス(1,2,3-トリメチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(1,2,4-トリメチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(1,2-ジメチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(1,3-ジメチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(1-メチルインデニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(1-n-ブチル-3-メチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(2-メチル-4,6-ジ-i-プロピルインデニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(2-メチルインデニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(4-メチルインデニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(5-メチルインデニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(アルキルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
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ビス(アルキルインデニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(シクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(インデニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(メチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(n-ブチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(オクタデルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(ペンタメチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビス(トリメチルシリルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド,
ビスシクロペンタジエニルジベンジルジルコニウム,
ビスシクロペンタジエニルジメチルジルコニウム,
ビステトラヒドロインデニルジルコニウムジクロリド,
ジメチルシリル-9-フルオレニルシクロペンタジエニルジルコニウムジクロリド,
ジメチルシリルビス-1-(2,3,5-トリメチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリ
ド，
ジメチルシリルビス-1-(2,4-ジメチルシクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド，
ジメチルシリルビス-1-(2-メチル-4,5-ベンゾインデニル)ジルコニウムジクロリド,
ジメチルシリルビス-1-(2-メチル-4-エチルインデニル)ジルコニウムジクロリド,
ジメチルシリルビス-1-(2-メチル-4-i-プロピルインデニル)ジルコニウムジクロリド，
ジメチルシリルビス-1-(2-メチル-4-フェニルインデニル)ジルコニウムジクロリド,
ジメチルシリルビス-1-(2-メチルインデニル)ジルコニウムジクロリド，
ジメチルシリルビス-1-(2-メチルテトラヒドロインデニル)ジルコニウムジクロリド，
ジメチルシリルビス-1-インデニルジルコニウムジクロリド，
ジメチルシリルビス-1-インデニルジメチルジルコニウム，
ジメチルシリル-ビス-1-テトラヒドロインデニルジルコニウムジクロリド，
ジフェニルメチレン-9-フルオレニルシクロペンタジエニルジルコニウムジクロリド,
ジフェニルシリルビス-1-インデニルジルコニウムジクロリド，
エチレンビス-1-(2-メチル-4,5-ベンゾインデニル)ジルコニウムジクロリド,
エチレンビス-1-(2-メチル-4-フェニルインデニル)ジルコニウムジクロリド,
エチレンビス-1-(2-メチルテトラヒドロインデニル)ジルコニウムジクロリド，
エチレンビス-1-(4,7-ジメチルインデニル)ジルコニウムジクロリド，
エチレンビス-1-インデニルジルコニウムジクロリド，
エチレンビス-1-テトラヒドロインデニルジルコニウムジクロリド，
インデニルシクロペンタジエニルジルコニウムジクロリド
イソプロピリデン(1-インデニル)(シクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド，
イソプロピリデン(9-フルオレニル)(シクロペンタジエニル)ジルコニウムジクロリド，
フェニルメチルシリルビス-1-(2-メチルインデニル)ジルコニウムジクロリド，
およびまた、これらのメタロセンジクロリドのアルキルまたはアリール誘導体。
【００５４】
　単一サイト触媒系を活性化するのに，適した助触媒を使用する。式 Iのメタロセン用に
適した助触媒は、オルガノアルミニウム化合物，特に アルミノキサン，または他に、ア
ルミニウムの入っていない系、例えば、R20xNH4-xBR

21
4，R20xPH4-xBR

21
4，R203CBR

21
4ま

たは BR213である。これらの式において，xは、1～4であり，ラジカルR20は、同一である
かまたは異なり，好ましくは同一であり，そして各々C1-C10-アルキルまたはC6-C18-アリ
ールであるかまたは２個のラジカル R20 は、それらを接続する原子と一緒に、環を形成
し，そしてラジカル R21 は、同一であるかまたは異なり，好ましくは同一であり，そし
て各々C6-C18-アリールであり、これは、アルキル，ハロアルキルまたはフッ素によって
置換されてよい。特に，R20は、エチル，プロピル，ブチルまたはフェニルでありそしてR
21 は、フェニル，ペンタフルオロフェニル，3,5-ビストリフルオロメチルフェニル，メ
シチル，キシリルまたはトリルである。
【００５５】
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　第三成分は、また、極性触媒毒に対して保護を保つのに必要であることがよくある。ト
リエチルアルミニウム，トリブチルアルミニウム等のようなオルガノアルミニウム化合物
およびまた、これらの混合物もこの目的に適している。
【００５６】
　プロセスに応じて，また、担持された単一サイト触媒を使用することも可能である。好
ましいのは、担体材料および助触媒の残留含有量が、生成物中の濃度 100 ppmを超えない
触媒系である。
【００５７】
　そのようなポリオレフィンを調製するプロセスは、例えば，従来技術，例えばEP-A-0 3
21 851，EP-A-0 321 852，EP-A-0 384 264，EP-A-0 571 882 および EP-A-0 890 584に記
載されている。
【００５８】
　本発明の組成物は、建築材料を製造するために，特に、物品，例えばペグを表面に締め
付けるための接続部位を製造するために使用するのに適している。組成物の硬化時間は、
非常に短くそして＜１２秒の範囲，好ましくは０．１～１０秒の範囲、特に好ましくは０
．５～８秒の範囲、特に好ましくは１～５秒の範囲であるので接続部位は、簡単なやり方
で、非常に短時間の内に取り付けることができる。
充填剤含有量が、組成物を基準にして、４０重量％より少ない組成物が、特に有利である
。％で表す伸び率として求める、組成物の伸び能力または剛性は、意図する目的に理想的
である，すなわち、組成物は、脆弱でなくそしてねじをねじ込む際に、破断したり破壊し
たりしないで、良好な剛性を達成する。充填剤を非常に高い割合で有する組成物は、伸び
率値０％を示しそしてクラックを形成する高い傾向を有する。
【実施例】
【００５９】
　下記の例は、本発明を例示するが、本発明を具体的に述べる実施態様に限定しない。パ
ーセンテージは、別の方法で示さない場合には，重量によるパーセンテージである。
【００６０】
　溶融粘度は、DIN 53019に従って、回転式粘度計を使用して求め，滴点は、ASTM D3954
に従って求め，リング/ボール 軟化点は、ASTM D3104に従って求めた。重量平均モル質量
Mw および数平均モル質量Mn は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィーにより、1,2-
ジクロロベンゼン中温度135℃で求めた。
【００６１】
　硬化時間は、2つの紙ストリップを互いに接着結合させそして時間であって、その時間
内に、紙ストリップを、損傷なしでおよび繊維を引き裂かないで、分離することができる
時間を測定することによって、求めた。
【００６２】
　引張強度 (引張 N) は、求める厚さ500 μmを有する供試体に引張力を施しそして供試
体が破断する力を測定することによって、求めた。
【００６３】
　伸び率 (%で表す) は、供試体の破断への伸展性である。
【００６４】
　本発明に従って使用したLicocene PP 2602（登録商標）TP プロピレンポリマーは、EP 
0 384 264の従来技術に開示されているプロセスによって調製した。
処方 1 (F1)
Licocene PP 2602（登録商標）TP   30%
Snowcal 70 65%
Licocene PP MA 6252 TP       5%
比較処方1 (C-F1)
Licocene PP 2602（登録商標）TP   85.7%
Licocene PP MA 6252 TP 14.3%
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処方2 (F2)
Licocene PP 2602（登録商標）TP     76.3%
Snowcal 70 11%
Licocene PP MA 6252 TP 13.7%
処方3 (F3)
Licocene PP 2602（登録商標）TP     62.3%
Snowcal 70 39%
Licocene PP MA 6252 TP 9.7%
　一般的な製造方法:  使用するポリマーを200℃で融解した。引き続いて、充填剤を撹拌
しながら加えそして充填剤の総量が、ポリマーによって吸収されてしまうまで、撹拌を続
けた。
【００６５】
　表 2:
　処方 (F1～F3) および比較処方(C-F1)　結果として生じた粘度，硬化時間，引張強度(
引張 N)および伸び率 
【００６６】
【表１】

【００６７】
　試験結果は、充填剤Snowcal 70 (CaCO3) による硬化時間の非常に大きな短縮，および
引張強度および/または剛性の相当の増大を示した。高い充填剤含有量 (F1) を有する組
成物の場合に，伸び率は0%と測定された，これは、組成物の高い脆性を示す。
使用した商品の特性表示:
Licocene PP MA 6252 TP: ポリプロピレン，無水マレイン酸でグラフトした，
Clariant Produkte (Deutschland) GmbH.
Licocene PP 2602（登録商標）TP: プロピレンポリマー，Clariant Produkte (Deutschla
nd) GmbH 
Snowcal 70: 炭酸カルシウム，Omya
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